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地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

御
　
名

　

御
　
璽

平
成
二
十
二
年
五
月
二
日

内
閣
総
理
大
臣
　
菅
　
　
直
人

法
律
第

」
射
鏡
鰐

主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
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附
則

第

一
章
　
内
閣
府
関
係

（災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正
）

第

一
条
　
災
害
対
策
基
本
法

（昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
条
第
二
項
及
び
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３
　
都
道
府
県
防
災
会
議
は
、
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
地
域
防
災
計
画
を
作
成
し
、
又
は
修
正
し
た
と
き

は
、
速
や
か
に
こ
れ
を
内
閣
総
理
大
臣
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
要
旨
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
と
き
は
、
中
央

防
災
会
議
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県
防
災
会
議
に
対
し
、
必

要
な
助
言
又
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
三
条
第
二
項
中

「第
四
十
条
第
三
項
」
の
下
に

「及
び
第
四
項
」
を
加
え
「
修
正
ε
よ
う
と
す
る
」を
「修

正
し
た
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
削
る
。

（中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律

（平
成
十
年
法
律
第
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
二
項
中
第

一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第

一
号
と
し
、
第
二
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
二
号
と
し
、
第
五

号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
項
第
八
号
中
「第
四
号
」
を
「第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項

第
六
号
と
し
、
同
項
第
九
号
中
「第
四
号
」
を
「第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
中
第
十
号

を
第
八
号
と
し
、
第
十

一
号
を
削
り
、
第
十
二
号
を
第
九
号
と
す
る
。

第
九
条
第
十

一
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中

「第
四
項
一
を

「第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
十

一
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中

「第
六
項
」
を

「第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項

中

「第
六
項
」
を

「第
七
項
」
に
、
「第
二
項
第
四
号
か
ら
第
十
号
ま
で
」
を

「第
二
項
第
二
号
か
ら
第
八
号
ま
で
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中

「あ
っ
た
基
本
計
画
」

を

「あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
基
本
計
画
の
う
ち
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
部
分
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中

「第
二
項
第
七
号
」
を

「第
二
項
第
五
号
一
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
基
本
計
画
を
定
め
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

二
　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
目
標

〓
一　
そ
の
他
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
資
す
る
事
項

第
十
条
第

一
項
中

「同
条
第
六
項
」
を

「同
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「前
条
第
六
項
」
を

「前
条

第
七
項
」
に
、
「同
条
第
八
項
」
を

「同
条
第
九
項
」
に
改
め
る
。

第
十

一
条
第
二
項
中

「第
九
条
第
四
項
か
ら
第
十

一
項
ま
で
」
を

「第
九
条
第
五
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
」
に
改

め
る
。

第
十
二
条
第

一
項
中

「第
九
条
第
六
項
」
を

「第
九
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「第
九
条
第
二
項
第

四
号
か
ら
第
十
号
ま
で
」
を

「第
九
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
八
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第

一
項
中

「第
九
条
第
六
項
各
号
」
を

「第
九
条
第
七
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「第
九
条

第
九
項
」
を

「第
九
条
第
十
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中

「第
九
条
第
九
項
」
を

「第
九
条
第
十
項
」
に
、
「同
条

第
四
項
」
を

「同
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項
第

一
号
中

「第
九
条
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
」
を

「第
九
条
第
二
項
第

二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第

一
項
中

「第
九
条
第
二
項
第
四
号
」
を

「第
九
条
第
二
項
第
二
号
」
に
、
「第
九
条
第
二
項
第
五
号
」

を

「第
九
条
第
二
項
第
二
号
」
に
、
「第
九
条
第
二
項
第
六
号
」
を

「第
九
条
第
二
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中

「第
九
条
第
六
項
」
を

「第
九
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

。
第
二
十
三
条
第

一
号
中

「第
九
条
第
二
項
第
六
号
」
を

「第
九
条
第
二
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
第

一
項
中

「第
九
条
第
二
項
第
八
号
イ
」
を

「第
九
条
第
二
項
第
六
号
イ
」
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
第
二
号
中

「第
九
条
第
七
項
ぎ
を

「第
九
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

（内
閣
府
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条
　
内
閣
府
設
置
法

（平
成
十

一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第

一
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
の
二
　
日
本
国
憲
法
の
国
民
主
権
の
理
念
の
下
‥こ．、
住
民
に
身
近
な
行
政
は
、
地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
か
つ

総
合
的
に
広
く
担
う
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
が
自
ら
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
地
域
の
諸
課
題
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
政
策
に
関
す
る
事
項

第
四
条
第
三
項
第
六
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

六
の
二
　
第

一
項
第
三
号
の
二
の
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
政
策
に
関
す
る
施
策
の
実
施
の
推
進
及
び

こ
れ
に
必
要
な
関
係
行
政
機
関
の
事
務
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
章
　
総
務
省
関
係

（消
防
組
織
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条
　
消
防
組
織
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
第

一
項
中

「定
め
る
も
の
と
す
る
」
を

「定
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中

「に
お
い
て
は
、」
の
下
に

「お
お
む
ね
」
を
加
え
る
。
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３
　
医
療
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。

一　
地
域
医
療
支
援
病
院
の
整
備
の
目
標
そ
の
他
医
療
機
能
を
考
慮
し
た
医
療
提
供
施
設
の
整
備
の
目
標
に
関
す

る
事
項

二
　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
し
必
要
な
事
項

第
三
十
条
の
六
中

「第
三
十
条
の
四
第
二
項
第

一
号
及
び
第
九
号
一
を

「第
三
十
条
の
四
第
二
項
第

一
号
一
に
改

め
、「目
標
」
の
下
に
ズ
医
療
計
画
に
同
条
第
三
項
第

一
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
号
に
定

め
る
目
標
を
含
む
。）」
を
加
え
、「並
び
に
同
項
各
号

（第

一
号
及
び
第
九
号
」
を

「及
び
同
条
第
二
項
各
号

（第

一

号
」
に
改
め
、「事
項
」
の
下
に
尺
医
療
計
画
に
同
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

同
号
に
掲
げ
る
事
項
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

選

事

籍

饉

懸

ゴ

聾

爵

司

第
十
五
条
　
老
人
福
祉
法

（昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第

一
項
中

「厚
生
労
働
大
臣
」
を

「都
道
府
県
」
に
改
め
、「に
つ
い
て
、」
の
下
に

「条
例
で
」を
加
え
、

同
条
第
二
項
中

「前
項
」
を

「第

一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第

一
項
の
次
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。

２
　
都
道
府
県
が
前
項
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は
、
第

一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
基
準
を
標
準
と
し
て
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準

を
参
酌
す
る
も
の
と
す
る
。

一　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
配
置
す
る
職
員
及
び
そ
の
員
数

養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
係
る
居
室
の
床
面
積

養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
に
関
す
る
事
項
で
あ
つ
て
、
入
所
す
る
老
人
の
適
切

な
処
遇
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
秘
密
の
保
持
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も

の
四
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
定
員

（職
業
能
力
開
発
促
進
法
の
一
部
改
正
）

第
十
六
礫
　
職
業
能
力
開
発
促
進
法

（昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
の
六
第

一
項
た
だ
し
書
中

「定
め
る
も
の
」
の
下
に
尺
都
道
府
県
に
あ
つ
て
は
、
当
該
職
業
訓
練
の
う

ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
を
参
酌
し
て
条
例
で
定
め
る
も
の
と
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中

「含
む
」
の
下
に

「。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
、
「行
う
ほ
か
、」
の
下
に

「国
に
あ
つ
て
は
」
を
加
え
、
「対
し
て
」
を

「対
す

る
」
に
改
め
、「効
果
的
な
職
業
訓
練
を
」
の
下
に

「、
都
道
府
県
に
あ
つ
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
を
参

酌
し
て
条
例
で
定
め
る
職
業
訓
練
を
」
を
加
え
る
。

（林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条
　
林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（平
成
八
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
四
条
第
三
項
中

「と
き
は
、
」の
下
に

「あ
ら
か
じ
め
、
前
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
部
分

（‐
を

炸
議
胸
賠
湘
嚇

・‐議
織
峨
詢
潮
ば
」
を

「報
告
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
　
介
護
保
険
法

（平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
二
条
第

一
項
第
二
号
中

「厚
生
労
働
省
令
」
を

「都
道
府
県
の
条
例
」
に
改
め
、「次
号
」
の
下
に

「及
び

次
項
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第

三
項
と
し
、
同
条
第

一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２
　
都
道
府
県
が
前
項
第
二
号
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
第

一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ

い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
標
準
と
し
て
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
基
準
を
参
酌
す
る
も
の
と
す
る
。

基
準
該
当
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る
基
準
及
び
当
該
従
業
者
の
員
数

基
準
該
当
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
居
室
の
床
面
積

基
準
該
当
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
利
用
す
る
要
介
護
者
の
サ
ー
ビ
ス
の

適
切
な
利
用
、
適
切
な
処
遇
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
秘
密
の
保
持
等
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

四
　
基
準
該
当
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
利
用
定
員

第
四
十
二
条
の
二
第
八
項
中

「第
四
項
に
」
を

「第
五
項
に
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
第
六
項
及
び
第
五
十
条
第
二
号
中

「第
四
十
二
条
第
二
項
」
を

「第
四
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
四
条
第

一
項
第
二
号
中

「厚
生
労
働
省
令
」
を

「都
道
府
県
の
条
例
」
に
改
め
、「次
号
」
の
下
に

「及
び

次
項
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第

二
項
と
し
、
同
条
第

一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２
　
都
道
府
県
が
前
項
第
二
号
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
第

一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ

い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
標
準
と
し
て
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
基
準
を
参
酌
す
る
も
の
と
す
る
。

一　
基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る
基
準
及
び
当
該
従
業
者
の
員
数

一
一　
基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
居
室
の
床
面
積

〓
一　
基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
利
用
す
る
要
支
援
者
の
サ
ー
ビ

ス
の
適
切
な
利
用
、
適
切
な
処
遇
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
秘
密
の
保
持
等
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

四
　
基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
利
用
定
員

第
五
十
四
条
の
二
第
八
項
中

「第
四
項
に
」
を

「第
五
項
に
」
に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
第
六
項
及
び
第
六
十
条
第
二
号
中

「第
五
十
四
条
第
二
項
」
を

「第
五
十
四
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
九
条
第
三
項
第
二
号
中

「第
四
十
二
条
第
二
項
」
を

「第
四
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中

「第
五
十
四
条
第
二
項
」
を

「第
五
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
第
二
項
第
二
号
中

「厚
生
労
働
省
令
」
を

「都
道
府
県
の
条
例
」
に
改
め
る
。

第
七
十
四
条
第

一
項
中

「厚
生
労
働
省
令
」
を

「都
道
府
県
の
条
例
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「厚
生
労
働
大

臣
が
」
を

「都
道
府
県
の
条
例
で
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と

し
、
同
条
第
二
項
中

「指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
を

「厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
基
準
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
都
道
府
県
が
前
二
項
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
第

一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
基
準
を
標
準
と
し
て
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基

準
を
参
酌
す
る
も
の
と
す
る
。

一　
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る
基
準
及
び
当
該
従
業
者
の
員
数

一
一　
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
居
室
、
療
養
室
及
び
病
室
の
床
面
積

〓
一　
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
で
あ
つ
て
、
利
用
す
る
要
介
護
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
適
切

な
利
用
、
適
切
な
処
遇
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
秘
密
の
保
持
等
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
も
の

四
　
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
利
用
定
員

第
七
十
五
条
の
三
中

「第
七
十
四
条
第
四
項
」
を

「第
七
十
四
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
六
条
の
二
第

一
項
第

一
号
中

「厚
生
労
働
省
〈置

を

「都
道
府
県
の
条
例
」
に
改
め
、同
項
第
三
号
中
「第

七
十
四
条
第
四
項
」
を

「第
七
十
四
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。
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第
七
十
七
条
第

一
項
第
二
号
中

「厚
生
労
働
省
令
一
を

「都
道
府
県
の
条
例
一
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中

「第
七

十
四
条
第
五
項
」
を

「第
七
十
四
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
八
条
の
二
第
四
項
第
二
号
中

「厚
生
労
働
省
令
」
を

「市
町
村
の
条
例
」
に
、「同
条
第
四
項
」
を

「同
条

第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

「第
四
項
」
を

「第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
八
条
の
三
第

一
項
中

「第
四
項
」
を

「第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
八
条
の
四
第

一
項
中

「厚
生
労
働
省
令
一
を

「市
町
村
の
条
例
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「厚
生
労
働

大
臣
が
」
を

「市
町
村
の
条
例
で
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
七
項
と

し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中

「第

一
項
及
び
第
二
項
」
を

「第
三
項
」
に
改
め
、
「か
か

わ
ら
ず
」
の
下
に

「、
同
項
第

一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
」
を
加
え
、
「、
こ
れ
ら
の
規
定

に
定
め
る
基
準
に
代
え
て
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中

「指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
を

「厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項

と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
市
町
村
が
前
二
項
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は
、
第

一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
基
準
を
標
準
と
し
て
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準

を
参
酌
す
る
も
の
と
す
る
。

一　
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る
基
準
及
び
当
該
従
業
者
の
員
数

一
一　
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
居
室
の
床
面
積

〓
一　
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
及
び
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
事
業
に
係
る
利
用
定
員

四
　
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
利
用
又
は
入
所
す
る
要
介
護
者
の

サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
利
用
、
適
切
な
処
遇
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
秘
密
の
保
持
等
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の

と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

五
　
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

（第
二
号
に
規
定
す
る
事
業
を
除
く
。）
に
係
る
利
用
定
員

第
七
十
八
条
の
六
中

「第
七
十
八
条
の
四
第
六
項
」
を

「第
七
十
八
条
の
四
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
八
条
の
九
第

一
項
第
二
号
中

「厚
生
労
働
省
令
」
を

「市
町
村
の
条
例
」
に
、
「同
条
第
四
項
」
を

「同
条

第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中

「第
四
項
」
を

「第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中

「第
七
十
八
条
の
四
第

六
項
」
を

「第
七
十
八
条
の
四
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
八
条
の
十
第
四
号
中

「厚
生
労
働
省
Ａ置

を

「市
町
村
の
条
例
」
に
、
「同
条
第
四
項
」
を
「同
条
第
五
項
」

に
改
め
、
同
条
第
五
号
中

「第
四
項
一
を

「第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中

「第
七
十
八
条
の
四
第
七
項
一
を

「第
七
十
八
条
の
四
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
八
条
第

一
項
中

「厚
生
労
働
省
令
」
を

「都
道
府
県
の
条
例
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「厚
生
労
働
大

臣
が
」
を

「都
道
府
県
の
条
例
で
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と

し
、
同
条
第
三
項
中

「指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
を

「厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
基
準
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
都
道
府
県
が
前
二
項
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
参
酌
す
る

も
の
と
す
る
。

一　
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
及
び
そ
の
員
数

二
　
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
係
る
居
室
の
床
面
積

〓
一　
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
運
営
に
関
す
る
事
項
で
あ
つ
て
、
入
所
す
る
要
介
護
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な

利
用
、
適
切
な
処
遇
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
秘
密
の
保
持
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
も
の

第
八
十
九
条
の
三
中

「第
八
十
八
条
第
四
項
」
を

「第
八
十
八
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
九
十

一
条
の
二
第

一
項
第

一
号
中

「厚
生
労
働
省
令
」
を

「都
道
府
県
の
条
例
」
に
改
め
、同
項
第
二
号
中
「第

八
十
八
条
第
四
項
」
を

「第
八
十
八
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
九
十
二
条
第

一
項
第
二
号
中

「厚
生
労
働
省
令
」
を

「都
道
府
県
の
条
例
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中

「第
八

十
八
条
第
五
項
」
を

「第
八
十
八
条
第
六
項
一
に
改
め
る
。

第
九
十
四
条
第
二
項
第
二
号
中

「規
定
す
る
施
設
」
を

「規
定
す
る
療
養
室
、
診
察
室
及
び
機
能
訓
練
室
並
び
に

都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
施
設
」
に
、「同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
」
を

「同
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
及
び
都

道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
」
に
改
め
る
。

第
九
十
七
条
第

一
項
中

「、
療
養
室
、
診
察
室
、
機
能
訓
練
室
、
談
話
室
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
」
を
「療
養
室
、

診
察
室
及
び
機
能
訓
練
室
を
有
す
る
ほ
か
、
都
道
府
県
の
条
例
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「、
看
護
師
、」を

「及

び
看
護
師
の
ほ
か
、
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
員
数
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「厚
生
労
働
大
臣
が
」を
「都

道
府
県
の
条
例
で
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四

項
中

「介
護
老
人
保
健
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
を

「厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４
　
都
道
府
県
が
前
三
項
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
参
酌
す
る

も
の
と
す
る
。

一　
介
護
支
援
専
門
員
及
び
介
護
そ
の
他
の
業
務
に
従
事
す
る
従
業
者
並
び
に
そ
れ
ら
の
員
数

一
一　
介
護
老
人
保
健
施
設
の
運
営
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、入
所
す
る
要
介
護
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
利
用
、

適
切
な
処
遇
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
秘
密
の
保
持
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´
‘
；
‘

第
九
十
九
条
の
三
中

「第
九
十
七
条
第
五
項
」
を

「第
九
十
七
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
百
一
条
中

「規
定
す
る
施
設
」
を

「規
定
す
る
療
養
室
、
診
察
室
及
び
機
能
訓
練
室
並
び
に
都
道
府
県
の
条
例

で
定
め
る
施
設
｝
に
改
め
る
。

第
百
三
条
第

一
項
第

一
号
中

「厚
生
労
働
省
令
」
の
下
に

「又
は
都
道
府
県
の
条
例
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中

「第
九
十
七
条
第
五
項
」
を

「第
九
十
七
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
百
四
条
第

一
項
第
二
号
中

「第
九
十
七
条
第
六
項
」
を

「第
九
十
七
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
二
第
二
項
第
二
号
中

「厚
生
労
働
省
令
」
を

「都
道
府
県
の
条
例
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
四
第

一
項
中

「厚
生
労
働
省
令
」
を

「都
道
府
県
の
条
例
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「厚
生
労

働
大
臣
が
」
を

「都
道
府
県
の
条
例
で
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五

項
と
し
、
同
条
第
二
項
中

「指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す

る
基
準
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
一
を

「厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

基
準
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
都
道
府
県
が
前
二
項
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は
、
第

一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
基
準
を
標
準
と
し
て
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基

準
を
参
酌
す
る
も
の
と
す
る
。

一　
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る
基
準
及
び
当
該
従
業
者
の
員
数

一
一　
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
居
室
、
療
養
室
及
び
病
室
の
床
面
積

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
で
あ

つ
て
、
利
用
す
る
要
支
援
者
の
サ
ー
ビ
ス
の

適
切
な
利
用
、
適
切
な
処
遇
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
秘
密
の
保
持
等
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

四
　
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
利
用
定
員

第
百
十
五
条
の
六
中

「第
百
十
五
条
の
四
第
四
項
」
を

「第
百
十
五
条
の
四
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
八
第

一
項
第

一
号
中

「厚
生
労
働
省
令
」
を

「都
道
府
県
の
条
例
」
に
改
め
、同
項
第
三
号
中
「第

百
十
五
条
の
四
第
四
項
」
を

「第
百
十
五
条
の
四
第
五
項
」
に
改
め
る
。



平成 23年 5月 2日  月 曜日 官 報 (号外特第 35号 ) 1 6

第
百
十
五
条
の
九
第

一
項
第
二
号
中

「厚
生
労
働
省
令
一
を

「都
道
府
県
の
条
例
」
に
改
め
、同
項
第
四
号
中
「第

百
十
五
条
の
四
第
五
項
」
を

「第
百
十
五
条
の
四
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
十
二
第
二
項
第
二
号
中

「厚
生
労
働
省
令
」
を

「市
町
村
の
条
例
一
に
、「同
条
第
四
項
一
を

「同

条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中

「第
四
項
」
を

「第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
十
三
第

一
項
中

「第
四
項
」
を

「第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
十
四
第

一
項
中

「厚
生
労
働
省
令
」
を

「市
町
村
の
条
例
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「厚
生
労

働
大
臣
が
」
を

「市
町
村
の
条
例
で
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
七
項

と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中

「第

一
項
及
び
第
二
項
」
を

「第
二
項
」
に
改
め
、「か

か
わ
ら
ず
」
の
下
に

「、
同
項
第

一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
」
を
加
え
、
「、
こ
れ
ら
の
規

定
に
定
め
る
基
準
に
代
え
て
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中

「指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
及
び
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
を

「厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
市
町
村
が
前
二
項
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
第

一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
基
準
を
標
準
と
し
て
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準

を
参
酌
す
る
も
の
と
す
る
。

一　
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る
基
準
及
び
当
該
従
業
者
の
員
数

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
居
室
の
床
面
積
　
　
　
　
　
　
　
　
‐　
‐‐

介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
及
び
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
事
業
に
係
る
利
用
定
員

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
利
用
す
る
要
支
援
者
の

サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
利
用
、
適
切
な
処
遇
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
秘
密
の
保
持
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と

し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

五
　
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

（第
三
号
に
規
定
す
る
事
業
を
除
く
。）
に
係
る
利
用
定
員

第
百
十
五
条
の
十
六
中

「第
百
十
五
条
の
十
四
第
六
項
」
を

「第
百
十
五
条
の
十
四
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
十
八
第

一
項
第
二
号
中

「厚
生
労
働
省
令
」
を

「市
町
村
の
条
例
」
に
、
「同
条
第
四
項
」
を

「同

条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中

「第
四
項
」
を

「第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中

「第
百
十
五
条
の
十

四
第
六
項
」
を

「第
百
十
五
条
の
十
四
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
十
九
第
四
号
中

「厚
生
労
働
省
令
」
を

「市
町
村
の
条
例
」
に
、
「同
条
第
四
項
」
を

「同
条
第
五

項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中

「第
四
項
」
を

「第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中

「第
百
十
五
条
の
十
四
第
七

項
」
を

「第
百
十
五
条
の
十
四
第
八
項
」
に
改
め
る
。

四 三 二第
百
十
五
条
の
三
十
二
第
一
項
中

「第
七
十
四
条
第
五
項
、

項
、
第
七
十
八
条
の
四
第
八
項
」
に
、「第
八
十
八
条
第
五
項
、
第
七
十
八
条
の
四
第
七
項
」
を

「第
七
十
四
条
第
六

第
九
十
七
条
第
六
項
、
第
百
十
五
条
の
四
第
五
項
、

第
百
十
五
条
の
十
四
第
七
項
」
を

「第
八
十
八
条
第
六
項
、

百
十
五
条
の
十
四
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
九
十
七
条
第
七
項
、
第
百
十
五
条
の
四
第
六
項
、
第

第
二
百
九
条
第
二
号
中

「第
四
十
二
条
第
三
項
」
を

「第
四
十
二
条
第
四
項
」
に
、
「第
五
十
四
条
第
二
項
」を
「第

五
十
四
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

（障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条
　
障
害
者
自
立
支
援
法

（平
成
十
七
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
九
条
第
六
項
中

「厚
生
労
働
省
〈置

を

「都
道
府
県
の
条
例
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
第

一
項
第
二
号
イ
及
び
口
中

「厚
生
労
働
省
令
」
を

「都
道
府
県
の
条
例
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「前
二
項
」
を

「前
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第

一

項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２
　
都
道
府
県
が
前
項
第
二
号
イ
及
び
口
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
第

一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
に
掲
げ
る

事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
標
準
と
し
て
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
基
準
を
参
酌
す
る
も
の
と
す
る
。

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
及
び
そ
の
員
数

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
居
室
及
び
病
室
の
床
面
積

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
障
害
者
又
は
障
害
児
の
保
護
者

の
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
利
用
の
確
保
、
障
害
者
等
の
安
全
の
確
保
及
び
秘
密
の
保
持
等
に
密
接
に
関
連
す
る
も

の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

四
　
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
利
用
定
員

第
二
十

一
条
第
二
項
中

「前
条
第
二
項
一
を

「前
条
第
二
項
一
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
三
項
第
二
号
及
び
第
二
号
中

「厚
生
労
働
省
令
」
を

「都
道
府
県
の
条
例
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
第

一
項
及
び
第
二
項
中

「厚
生
労
働
省
令
」
を

「都
道
府
県
の
条
例
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
同

条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
都
道
府
県
が
前
二
項
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
第

一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
基
準
を
標
準
と
し
て
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基

準
を
参
酌
す
る
も
の
と
す
る
。

一　
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
及
び
そ
の
員
数

一
一　
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
居
室
及
び
病
室
の
床
面
積

〓
一　
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
で
あ
つ
て
、
障
害
者
又
は
障
害
児
の
保
護
者
の

サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
利
用
の
確
保
、
障
害
者
等
の
適
切
な
処
遇
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
秘
密
の
保
持
等
に
密

接
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

四
　
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
利
用
定
員

第
四
十
四
条
第

一
項
及
び
第
二
項
中

「厚
生
労
働
省
令
」
を

「都
道
府
県
の
条
例
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
同

条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
都
道
府
県
が
前
二
項
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
参
酌
す
る

も
の
と
す
る
。

一　
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
及
び
そ
の
員
数

一
一　
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
に
係
る
居
室
の
床
面
積

〓
一　
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
障
害
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
利
用
、
適
切

な
処
遇
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
秘
密
の
保
持
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も

の
第
四
十
七
条
の
三
中

「第
四
十
三
条
第
二
項
又
は
第
四
十
四
条
第
二
項
」
を

「第
四
十
三
条
第
四
項
又
は
第
四
十

四
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
第

一
項
第

一
号
及
び
第
二
号
中

「厚
生
労
働
省
令
」
を

「都
道
府
県
の
条
例
」
に
改
め
、
同
項
第
三

号
中

「第
四
十
三
条
第
二
項
」
を

「第
四
十
三
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第

一
号
及
び
第
二
号
中

「厚
生

労
働
省
令
一
を

「都
道
府
県
の
条
例
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中

「第
四
十
四
条
第
二
項
」
を

「第
四
十
四
条
第
四

項
一
に
改
め
る
。

第
五
十
条
第

一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中

「厚
生
労
働
省
令
一
を

「都
道
府
県
の
条
例
」
に
改
め
る
。

第
八
十
条
第

一
項
中

「厚
生
労
働
大
臣
」
を

「都
道
府
県
一
に
改
め
、
「に
つ
い
て
、」
の
下
に

「条
例
で
一を
加
え
、

同
条
第
二
項
中

「前
項
」
を

「第

一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第

一
項
の
次
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。

２
　
都
道
府
県
が
前
項
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は
、
第

一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
基
準
を
標
準
と
し
て
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準

を
参
酌
す
る
も
の
と
す
る
。

一　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
従
事
す
る
従
業
者
及
び
そ
の
員
数
並
び
に
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
福
祉

ホ
ー
ム
に
配
置
す
る
従
業
者
及
び
そ
の
員
数
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（河
川
法
の
一
部
改
正
）

第　　　』　　　　　　料］し「年韓時嚇̈帖一は摯一「一［え「を一獅世覇級靭班財幅。「政令」とある

第
二
計
ｔ
繰

ｔ
瑯
姉
耐
咽

‐
法

…（昭
「
姻
十
三
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

画
瞬
躍
鱚
軒
駿
辮
勢
銹
蝠
珠
Ｉ
諄
甜
蹴
敵
閥
Ⅷ
御
寒
霧
黒
事

区
域
に
係
る
都
市
計
画

（政
令
で
定
め
る
軽
易
な
も
の
を
除
く
。〕
賄
断
「
れ
陣
″
。′

第
十
九
条
第
二
項
中

「協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
」
を

一伽
計
レ
料
出
れ
ば
」

と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
町
村
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
知
事
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
七
条
の
二
第
二
項
中

「都
道
府
県
知
事
」
の
下
に

「に
協
議
し
な
け
れ
ば
」
を
、
「国
土
交
通
大
臣
」

に

「に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
」
を
加
え
る
。

（国
土
利
用
計
画
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
八
条
　
国
土
利
用
計
画
法

（昭
和
四
十
九
年
法
律
第
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「第励
轟
審
叶
騨
”
」
鶴
編
ｔ
″
「そ胸
卸

‐こ意識
黎
縁
証
れ
載
に

たを．」「け
改議‘めし．“
「
往
幽
」‘け一如
凌
Ч
欧
知
第
十
二項

第
八
章
　
環
境
省
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
ｉ
‐

‐
Ｌ
．

（大
気
汚
染
防
止
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
九
条
　
大
気
汚
染
防
止
法

（昭
和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
七
号
）

第
五
条
の
三
第

一
項
中

「及
び
第
五
号
」
を

「か
ら
第
六
号
ま
で
」

削
り
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

上ハ
　
計
画
の
達
成
の
方
途

第
五
条
の
三
第
二
項
中

「あ
ら
か
じ
め
」
の
下
に

「、祓
嚇

な 一
噸
碑
向
「
け
岬
嚇
福
「
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
」
を

珈転福嚇端れ年激̈
「綴蛯酪当ければ」を
「協避

第
四

（第十
叫
針
¨
囃
摯
神
］
は
，
五（糊
勧
和
肝
吐
杵
嫌
紳
導
賊
汁
間
籍
け
わ
¨
却
崚
下次
知
社
鵬
れ
微
宝
す
る
。

第
嘔
針
暴

３
瑯
鑓
靖
凛
づ
講
畑
廿
状

＞条
湧
卜
預
つ

；規
掟
に
曝

，づ
‐く
条
例
で
都
道
府
県
自
然
環
境
保
全
地
域
の
区
域
内

におけ
る行為
に
つき規
制
を定
めた場
合
におけ
る一
，
‐機離
珀ぽＬ茄
創知
剛飼
餌御
列役
紳
［駒「
紳騨

例
に
つい一に、第
一七無
に競
圏“郵
胎「
引和
〓世
「剰
叫わ
れ
剣鵬
に導
榔「
ヵ

一鞘
鋤
輝
「
陽
け
拙
縫
れ
る
選
素
酸
化
物
及
び
粒
子
壮
ヶ
野
の．
特‥
定‘
Ｌ
蹴
ほ
樹
州
ａ
編
量
の
削
減
等
に
関
す
る
特
別

措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十

一
条
　
自
動
車
ム、

咽
針
一
』

彗
拍
鋤
尊
つ
あ
け
咄
謎
鞭
％
潅
環
灌
訛

‐物
吸
で
粒
子
状
物
質
の
特
定
地
域
に
お
け
る
総
量
の
削
減
等
に
関

す
る
特
別
措
置
法

（平
成
四
年
法
律
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

務託蜂
ノ第」瀬坤
」瑚嗜
ｔ、・にめ
洞憶姥
‥得な一れ＝」．を‐
「く協‐謝』福ぃれば」
に改め、同条第
四項中

一銅
敬
を
し
よ
う
と
す
る
」
を

「協
議
を
受
け
た
一
に
、「議
を
経
な
け
れ
ば
」
を

「意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
一
に
改

め

る

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐

‘

‐

‐

―

妥

Ｉ

Ｌ

ク

・

房

Ｊ

Ｚ

珂

ズ

４

ケ

オ

優

窮
る四（）

コ
綺
キ
々
″
増
軸
漱
鴻
馴
端
鑓
籠
胸
措一調
激
（正
警
成
十
一年
法
律
第
百
五
号
）
の
一部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

り
頂
叶

項 一
ほ
始

の 一
刊
紳

を
「廠

濯
機
『
号
一
を

「か
ら
第
五
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中

「及
び
方
途
」
を
削

五
　
計
画
の
達
成
の
方
途

え
薔
肝

議 一
喉
務
往
噸
呻

意
「ぁ

れ
ぃ
に
“
謄
「
替
霰

協
「訂

嚇

．
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
」
を
加

）な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

に
改
め
、

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

に
改
め
、
同
項
第
五
号
中

「及
び
方
途
」
を

同
項
に
後
段

の
下

附

則

（施
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る

日
か
ら
施
行
す
る
。

一　
第
七
条
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
一
条
、
第
二
十

三
条

（次
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。）
、
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
八
条
、
第

十
条
、
第
十

一
条
、
第
十
三
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
五
条
、
第
三
十
三
条
及
び
第
四
十

一
条
の
規
定
　
公
布
の

日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日

一
一　
第
六
条
、
第
十

一
条
、
第
十
三
条
ヽ
第
十
五
条
、
第
十
六
条
、
第
十
八
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
、第
二
十
六
条
、

第
二
十
九
条
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
三
条

（道
路
法
第
二
十
条
及
び
第
四
十
五
条
の
改
正
規
定
に
限
る
。）、
第

三
十
五
条
及
び
第
二
十
六
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
四
条
、
第
五
条
、
第
六
条
第
二
項
、
第
七
条
、
第
十
二
条
、

第
十
四
条
、
第
十
五
条
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
、
第
三
十

四
条
、
第
三
十
五
条
、
第
二
十
六
条
第
二
項
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
八
条

（構
造
改
革
特
別
区
域
法

（平
成
十

四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
二
十
条
第

一
項
及
び
第
二
項
の
改
正
規
定
に
限
る
。）、
第
二
十
九
条
、
第
四
十
条

及
び
第
四
十
六
条
の
規
定
　
平
成
二
十
四
年
四
月

一
日

〓
一　
附
則
第
四
十
五
条
第
二
号
の
規
定
　
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（平
成
二
十
三
年
法
律
第
二
十
七
号
）
の
公
布
の
日

獅コ籍叫肺護蜘び‐‐嘲鵬腹綺群れ相劉肛出孵噌博轟籍娃肝定́ヒ号絆初はの日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過

し
た
日
又
は
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
五
号
）
ら
施
行
の
日
の
翌
日

の
い
ず
れ
か
遅
い
日

（災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
第

一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
災
害
対
策
基
本
法
第
四
十
条
第
三
項

（同
法

第
四
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
協
議
の
申
出
は
、
第

一
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
後
の
災
害
対
策
基
本
法
第
四
十
条
第
二
項

（同
法
第
四
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
報
告
と
み
な
す
。

（学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
学
校
教
育
法
第
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り

さ
れ
て
い
る
市
町
村
の
設
置
す
る
幼
稚
園
に
係
る
認
可
の
申
請
は
、
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
学
校
教
育
法

第
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
届
出
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
学
校
教
育
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
市
町
村

の
設
置
す
る
幼
稚
園
に
係
る
閉
鎖
命
令
は
、
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
学
校
教
育
法
第
十
三
条
第
二
項
の
規

定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
閉
鎖
命
令
と
み
な
す
。

（保
育
所
に
係
る
居
室
の
床
面
積
の
特
例
）

第
四
条
　
都
道
府
県
が
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
福
祉
法

（附
則
第
七
条
及
び
第
四
十
六
条
に
お
い
て

「新
児
童
福
祉
法
」
と
い
う
。）第
四
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
保
育
の
実
施

へ
の
需
要
そ
の
他
の
条
件
を
考
慮
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
照
ら
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
地

域
に
あ
っ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
育
所
に
係
る
居
室
の
床

面
積
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
標
準
と
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（職
業
能
力
開
発
促
進
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条
　
第
十
六
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
同
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
職
業
能
力
開
発
促
進
法

（次
項
に
お
い
て

「新
職
業
能
力
開
発
促
進
法
」
と
い
う
。）第
十
五
条
の
六
第

一

項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
く
都
道
府
県
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
職
業
訓
練
を
当
該
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
職
業
訓
練
と
み
な
す
。
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噺
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
十
四
第

一
項
及
び
第
二

新
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
第

一
項
及
び
第
二
項

新
介
護
保
険
法
第
九
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で

新
介
護
保
険
法
第
八
十
八
条
第

一
項
及
び
第
二
項

新
介
護
保
険
法
第
七
十
八
条
の
四
第

一
項
及
び
第
二
項

新
介
護
保
険
法
第
七
十
四
条
第

一
項
及
び
第
二
項

新
介
護
保
険
法
第
五
十
四
条
第

一
項
第
二
号

新
介
護
保
険
法
第
四
十
二
条
第

一
項
第
二
号

新
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
十
四
第
二
項

新
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
第
二
項

新
介
護
保
険
法
第
九
十
七
条
第
四
項

新
介
護
保
険
法
第
八
十
八
条
第
三
項

新
介
護
保
険
法
第
七
十
八
条
の
四
第
二
項

新
介
護
保
険
法
第
七
十
四
条
第
二
項

新
介
護
保
険
法
第
五
十
四
条
第
二
項

新
介
護
保
険
法
第
四
十
二
条
第
二
項

2 2(号外特第 35号 )

博
叶
献
珠
初
期
載
わ
珈
桁

拗
瑚
い
ヽ
起
暉
軋
に

〓
薄
姥
濯
一
竜

い
期
間
内
に
お
い
て
、
新
職
業
能
力
開
発
促
進
法

疇叶虹』わ鍬獅
だ噸勧糊
‥定」凛づく瑯道府
財
締ヽ肺業‘能‥力‐則鶏伽自由独甘六剣鋼騨難”赫解
嘲轟叫

市
町
村
が
職
業
能
力
開
発
校
を
設
置
す
る
場
合

‐
に
に
、
′事

…
該‐
ｉ
一
枕
相
争
樹
η
鳴
碍

け
ら
彰
喘
江
国
フ
剛
噺
輸
幌
知

配
別
ゞ
請
型
Ｅ

齢
螢
丁
ｒ
一
■

，
Ｄ

て́
３
・
＞

ヨ
ν
に

ヽ
　

ｒ́
♭
Ｌ
‥

‥
ユ
‐

‐
―

―

湖い調城鋤締離
魏』
電
でわ鋼階ｒ
‥新職撲唯功
爛
‐発側
‐進‐湘紬一
」箱
の規第
一印日痛
創
れ和尉凱れ腹能

輪
康
難
騨
準
緩
耕
ヤ
嚇
鮭
お
搬
撲
剛
練
乾
悩
骸
都
道
府
県‐の‘窺
肌
一き
ケ
“脚
紙
調縦
脚
机樹
舞
」

（介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
漱
録

「昨
淮
霧
爾
獣
鞭
ｔ
ｒ
嗜

＞十
狐
嗅
Ю
瑚
睫

‥‐こ
は
ち
政
一
後
の
介
護
保
険
法

（次
項
及
び
附
則
第
四
十
六
条
に
お

い資
為晰掛囁親破霧汁
ｔい↓だ喘比汁栖
‥条萌
〓一、籍七‐十‥な知
剣願第′Ｅ́印司欺
卿母解知紬野動、鶏

軌計比』導
咽噸一＞‥第輛叶Ч喚
つ調携
，三順一
，び，一十ョ条．ヶ十ノ町孵コ郵∝尉生解孵飼価窮創嵯利基特

賢渡鋤電”一
するとき
は、第十八条
の規定
の施
行
らＬ前…ぃか
口“侵社コ知尉駆無測無
鋸諦驚れ職銀酬

と
が
で
き
る
。

２規議け触族ゎ観続詢鰤賭妙相赫』龍嘩れ敗が一　　　」』̈
］［い̈
一̈は，］̈
一勒」『一中抑雅

確

ｆ

憬

疇

暉

腫

階

膚

晴

曝

（児
童
福
祉
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
七
条
　
第
十
三
条
、
第
十
五
条
及
び
第
十
九
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お

い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
都
道
府
県
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
当
該
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る

基
準
と
み
な
す
。

轟蓬

新
児
童
福
祉
法
第
四
十
五
条
第

一
項

辟
哩
“癬
銚
機製
聯
腎
覇
蒙
旭

獅
朝
難
福
祉
法
第
二
十

一
条
の
五
の
十
八
第

一
項
及
び

噺
児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
の
十
二
第

一
項
及
び
第
二

新
児
童
福
祉
法
第
二
十

一
条
の
五
の
十
八
第
二
項

新
児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
の
十
二
第
二
項

新
児
童
福
祉
法
第
四
十
五
条
第
二
項

新
老
人
福
祉
法
第
十
七
条
第
二
項

新
障
害
者
自
立
支
援
法
第
三
十
条
第
二
項

新
障
害
者
自
立
支
援
法
第
八
十
四
条
第

一
項

新
障
害
者
自
立
支
援
法
第
八
十
条
第

一
項

噺
障
害
者
自
立
支
援
法
第
四
十
四
条
第

一
項
及
び
第
二

噺
障
害
者
自
立
支
援
法
第
四
十
三
条
第

一
項
及
び
第
二

新
障
害
者
自
立
支
援
法
第
八
十
四
条
第
二
項

新
障
害
者
自
立
支
援
法
第
八
十
条
第
二
項

新
障
害
者
自
立
支
援
法
第
四
十
四
条
第
二
項

新
障
害
者
自
立
支
援
法
第
四
十
三
条
第
二
項

第蜂
轟
蒲
輔
雛
わの一卸鮮
は射
鏑
詔
詞
目
刺
詞
捌
引
引
劉
日
「
討

」
よ
る
改
正
前
の
森
林
病
害
虫
等
防
除
法
第
七
条
の
三
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
協
議
の
申
出
が
あ
つ
た
都
道
府
県
防
除
実
施
基
準
の
策
定
又
は
変
更
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

２嘲“」「」機̈
動囃中動一るっ前蹴嗣篠物翻統能‐こ鰍格触町獅詢麟姉嚇峠融機噺聯堀嚇批鰈わに魏」嘲”

（漁
港
漁
場
整
備
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
九
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
漁
港
漁
場
整
備
法
第
六
条
第
七
項
の
規
定
に

よ
り
さ
れ
た
認
可
の
申
請
に
係
る
漁
港
の
区
域
の
指
定
又
は
そ
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
条
　
第
二
十
七
条
の
規
定
の
施
行
前
に
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る
法
律

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「旧
団
体
法
」
と
い
う
。）
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
命
令
、
認
可
又
は
承
認
に
係
る
旧
団
体

法
第
百
一
条
の
二
第
二
項
の
通
知
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
第
二
十
七
条
の
規
定
の
施
行
前
に
旧
団
体
法
第
百

一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
協
議
の
申
出
に
係
る

命
令
、
認
可
若
し
く
は
そ
の
取
消
し
又
は
勧
告
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（中
小
企
業
支
援
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十

一
条
　
第
二
十
八
条
の
規
定
の
施
行
前
に
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
中
小
企
業
支
援
法

（以
下
こ
の
条
に
お

い
て

「旧
支
援
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
同
条
第

一
項
の
計
画
に
基
づ
く
旧
支
援

法
第
四
条
第

一
項
の
計
画
の
作
成
及
び
届
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
第
二
十
八
条
の
規
定
の
施
行
前
に
旧
支
援
法
第
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
計
画

（第
二
十
八
条

の
規
定
の
施
行
後
に
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
届
出
が
あ
つ
た
計
画
を
含
む
。）
は
、
第
二
十
八

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
中
小
企
業
支
援
法
第
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
計
画
と
み
な
す
。

（中
小
企
業
に
よ
る
地
域
産
業
資
源
を
活
用
し
た
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

第
十
二
条
　
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
中
小
企
業
に
よ
る
地
域
産
業
資
源
を
活
用
し
た
事
業
活
動
の
促
進

に
関
す
る
法
律

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「新
地
域
産
業
資
源
活
用
事
業
促
進
法
」
と
い
う
。）第
四
条
第

一
項
の
規

定
に
よ
り
地
域
産
業
資
源
の
内
容
が
定
め
ら
れ
る
ま
で
の
間
は
、
第
二
十
九
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
同
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
中
小
企
業
に
よ
る
地
域
産
業
資
源
を
活
用
し
た
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（以
下
こ
の

条
に
お
い
て

「旧
地
域
産
業
資
源
活
用
事
業
促
進
法
」
と
い
う
。）第
四
条
第

一
項
の
認
定
を
受
け
た
基
本
構
想

（旧

地
域
産
業
資
源
活
用
事
業
促
進
法
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の

も
の
）
に
定
め
ら
れ
て
い
る
地
域
産
業
資
源
の
内
容
は
、
新
地
域
産
業
資
源
活
用
事
業
促
進
法
第
四
条
第

一
項
の
規

定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
地
域
産
業
資
源
の
内
容
と
み
な
す
。

２
　
第
二
十
九
条
の
規
定
の
施
行
前
に
旧
地
域
産
業
資
源
活
用
事
業
促
進
法
第
四
条
第

一
項
の
認
定
又
は
旧
地
域
産
業

資
源
活
用
事
業
促
進
法
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
を
受
け
た
基
本
構
想
に
係
る
旧
地
域
産
業
資
源

活
用
事
業
促
進
法
第
四
条
第
五
項

（旧
地
域
産
業
資
源
活
用
事
業
促
進
法
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
公
表
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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（地
方
自
治
法
の

一
部
改
正
）

第
一
一時
襲
降

一
凱
勁
粕

ヽ
治
蹴
二
一
「
こ
叶
江
咋
琺
奪
悌
汰
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

馴緩議卜謎講載頁（昭抑韓計「〓錨揮
二第‐書一十☆〓ＨＤ一中．群懺̈
”れた項‐‐理向卸セ項
」を
「、第

臥噸以講凱珠聯
て噸扱河麟短叶」
二条‐一
一こだお」「ｒ鼎申な場̈罰な含‐‐場り囲司贖晴鋼蜘針け第一一聾

「項鍛嘱
こ第叶鉦噸計
「‐こ」玲聴輯粧Ｕコ‐こ‥鋼を
岬自」ｕ∵潔婦無晟剰肇臓時は」巳鋼諦覗宝蜀刊融議壽７

一ヽ
動駐噸脳計
疏」鈍陶難眼鞍汗耐礫嘉惧蹴ｎふ
，定け
‐よラ鰐爆駐“綱
覆れ計れれ．嘲日、行餞の一晰疇叶ず

ａｒ
輌
顔
め
槻
淀
ｔ
は
％瑯
鑓
府
県
が
行‐う…屁
」
口
融
引
“
欄
のｃ押
卿
０
「
ほ薫
現
級
¨

（地
域
保
健
法
の
一
部
改
正
）

一第二針駄懇第動則轍
「健雛三（川知〓叶雛群難孵博顎」鶴
「）獅一部雑は町縁聯駐徹妊討％げ改める。

■
揚
絆感
解
榊鋪
解錦
大学奨
革
国
の一妻
こ

一
整
学校法
（霧
西
騨
就
瑚駐
爆十，第「崩針肛弊
一悔叶組徹謂
。

一
一　
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法

（平
成
二
十

一
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
十
九
条
第
二
項
第
二
号

第二（卸姉細村助輸叫約疇制に錨肘鵬は酢わる一部徹
（正貯和四十年法律一第
六
号
）
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

種
鴫
第
瓶慶
粧
銹
糠
跛町
な錨
栽
蒙
峯
製
喝
甥
獅
鱒
鋪
評
暫
初

た
」
に
改
め
る
。

と
瑚

冬

胸蓼

瀞
羅

如鰤

鮮

‥
無
律
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

（魏
録 一
縣
講

税 一
瀬
嚇
一一 一縄

嬌
酔

）
「同
条
第
六
項
」
を

「同
条
一
七
項
」
に
■
め
る
。

第
一二計
珠

卜
雄
銀
晩

「許
親
琺
二
瑚
一
洒

ヽ
十
二

‐年

‐
法
準
悌

…三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

等纏
譴
酢
』纏
鉄♂
噸計
許
琳霧
轟
翼
認
〒
濡
争
「高
聖
象
責

Ю硫
輪
鋤
漱
報
凛
粉
‥推礎
ｔ
‐関サ
略
‐法囃
悌
三無
第
ョ”夏
」「Ｊを′Ｌ「剛
昇
「
ぼ
闘
“
ケ
［

第穐
纂
謬
難誕
鍼鮮
銘鎌
の‐一般監
ロ
ー
‥
Ｉ
Ｌ

関
す
る
法
律

（昭
和
四
十
五
年
法
律
第
十
六
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
四
条
中

「第
三
十
条
」
を

「第
二
十
条
第

一
項
の
政
令
又
は
同
条
第
三
項
の
政
令
及
び
同
条
第
四
項
」
に
、
「政

令
」
を

「条
例
」
に
改
め
る
。

（浄
化
槽
法
の
一
部
改
正
）

第二十二条　浄化槽法
（昭和五叶

「八碑爆酢溝『叶一鵬
「）和四一細疑咄卿味動数詢画けれげて定められた

第
二
条
の
二
第

一
項
た
だ
し
書
中

期
叫
針
毅
勘
峨
」
硫
岬
確
認
騨
罐
が
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け
た
同

た
も
の
に
限
る
。）」
を
削
る
。

第程
轟
製
締辮
整一卿
〆

殿
駐
替幕
馨
譴
壁
早
期
瑞
尉
％
零
隔Ｆ
射

第
七
条
第
四
項
中

「第
八
条
第
四

議
］
詢
神
叫
¨
維
れ
に
枷
』
“
け
「
』
脱
」
膨
版
識
酌
一
硝
曜
撃
鉄

‐こ振
観
嘲
域
整
備
計
画
の
う
ち
第
二
項
第

一
号
に

従
碗
」

「の
社

同
「観

鶴
襲
勲
「
訥
州
什
曖
け
貯
凝
続
協
詢
紐

第
「一

壁
織
針
一
に
端

め
、「第

一
項
後
段
を
除
く
。）」
と
」
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

「第
八
条
第
四
項
中

「と
き
は
、
政

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
骸
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
う
ち
第
二
項
第

一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の

（以
下

「農
用
地
利
用
計
画
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
一
と
あ
る
の
は

「と
き
は
」
と
、
「協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な

け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は

「協
議
し
な
け
れ
ば
」
と
、
第
十
二
条
第
二
項
」
と
、「と
あ
る
の
は
、」
と
あ
る
の
は

「と
あ

る
の
は
」
と
」
を
加
え
る
。

（被
災
市
街
地
復
興
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
四
条
　
被
災
市
街
地
復
興
特
別
措
置
法

（平
成
七
年
法
律
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

海
堕
卜

‐ＩＴ
打
惨
押
』
響
拝
け
に
珠
第
三
号
一
を

「第
二
十
三
条
第
二
号
」
に
改
め
る
。

雪

第
二
十
五
条
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
Э
旨

二十
五
条
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（平
成
二
十
三
年
法

眸嗜卜
三チ鶴ド峰瓢陰Ｄ瑚綻
ｔは％敏旺
，後Ю礎康艤険法…等‐の‐一納
ゎ蘭面一糾瀬観
”警商世川牲瀬鶴

第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
法
第
二

十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法

（次
条
に
お
い
て

「旧
介
護
保
険
法
」
と
い
う
。）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

‐
‐
Ｌ　
‐―
‐
、
‘
一
１
′
ウ
θ
ｌ●

第
百
十
条
第

一
項
中

「厚
生
労
働
省
令
」
を

「都
道
府
県
の
条
例
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「厚
生
労
働
大
臣

が
」
を

「都
道
府
県
の
条
例
で
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、

同
条
第
三
項
中

「指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
な
メィ

属
ダ
窺
則
籠
領
ず
〓
環
♂

基
準
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３働『軸『砕「輸れ颯̈
峰嘲盪囃「名け催け事っ虹は，嗽徴蹴則銘舞醐省‐こゎ“飲颯葬難り翻葬崎贅績

一　
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
及
び
そ
の
員
数

一
一　
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
係
る
病
室
の
床
面
積

〓
一　
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
運
営
に
関
す
る
事
項
で
あ
つ
て
、
入
院
す
る
要
介
護
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
適
切

な
利
用
、
適
切
な
処
遇
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
秘
密
の
保
持
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
も
の

第
百
十

一
条
の
三
中

「第
百
十
条
第
四
項
」
を

「第
百
十
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
百
十
三
条
の
二
第

一
項
第

一
号
中

「厚
生
労
働
省
令
」
を

「都
道
府
県
の
条
例
」
に
改
め
、同
項
第
三
号
中
「第

百
十
条
第
四
項
」
を

「第
百
十
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

「都
道
府
県
の
条
例
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中

「第
百

を

「第
百
十
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
旧
介
護
保
険
法

（次
項
及
び
附
則
第
四
十
六
条
に

お
い
て

「改
正
後
旧
介
護
保
険
法
」
と
い
う
。）第
百
十
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
定
め
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
前
条
の
規
定
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
社
会
保
障
審
議
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
条
の
槻
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
改
正
後
旧
介
護
保
険
法
第
百
十

条
第

一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す

る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
当
該
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
基
準
と
み
な
す
。

（過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
七
条
　
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法

（平
成
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第

一
項
第
十

一
号
中

「第
二
項
」
を

「第
二
項
」
に
改
め
る
。

（構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
八
条

一構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
八
項
中

「第
十
三
条
」
を

「第
十
三
条
第

一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中

「こ
の
項
」
を

「こ
の
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「厚
生
労
働
大
臣
が
」
を

「都
道
府

県

（同
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
条
例
を
指
定
都
市
又
は
中
核
市
が
定
め
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
都
市
又
は
中
核
市
）
の
条
例
で
」
に
改
め
る
。

第
百
十
四
条
第

一
項
第
二
号
中

「厚
生
労
働
省
令
」
を

十
条
第
五
項
」
を

「第
百
十
条
第
六
項
一
に
改
め
る
。五

項
」
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（独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
九
条
　
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法

（平
成
十
五
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
第
四
号
中

「第
四
条
第

一
項
」
を

「第
四
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第

一
項
中
尺
同
条
に
規
定
す
る
老
人
等
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
と
を
削
る
。

第
四

（怖
細
村

わ
略
棚
¨
舗
制
け
糊
購
』
麟
婢
¨

法 一
御

（
改

駐
が

十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
十
条
第

一
項
中
尺
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
認
可
を
受
け
た
事
業
計
画
」
を

「
の

事
業
計
画
」
に
、「第
二
十
五
条
の
三
第
四
項
」
を

「第
二
十
五
条
の
三
第
七
項
」
に
、「規
定
に
よ
る
変
更
の
認
可
を

受
け
た
」
を

「規
定
に
よ
り
変
更
し
た
」
に
改
め
る
。

（景
観
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十

一
条
　
景
観
法

（平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
五
条
第
四
項
中

「第
八
条
第
四
項
前
段
、」を

「第
八
条
第
四
項
、」
に
改
め
、「に
お
い
て
」
の
下
に

「、
同

法
第
八
条
第
四
項
中

「と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
う
ち
第
二
項

第

一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の

（以
下

「農
用
地
利
用
計
画
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
」
と
あ
る
の
は
「と
き
は
」

と
、
「協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は

「協
議
し
な
け
れ
ば
」
と
」
を
加
え
、
「第
八
条
第
四
項
及

用
麟
肝

十 一
珠

項
（稗

肝
仁
鋼
）
猜
ホ
郷
摯
統
欲
瞬
財
に
舞
廿
載
娼
『
嶽
孫
購
知
籍
輸
卿
「
“
朔
針

の 一
ほ

一舞
勅
籍
雛
畷

項
中

「と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
う
ち
第
二
項
第

一
号
に
掲
げ

る
事
項
に
係
る
も
の

（以
下

「農
用
地
利
用
計
画
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
」
と
あ
る
の
は

「と
き
は
」と
、「協
議
し
、

そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は

「協
議
し
な
け
れ
ば
」
と
、
第
十
二
条
第
二
項
」
と
、
「と
あ
る
の
は
、」
と

あ
る
の
は

「と
あ
る
の
は
」
に
改
め
る
。

（株
式
会
社
企
業
再
生
支
援
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
二
条
　
株
式
会
社
企
業
再
生
支
援
機
構
法

（平
成
二
十

一
年
法
律
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
六
十
七
条
第
二
項
中

「第
九
条
第
十
項
」
を

「第
九
条
第
十

一
項
」
に
改
め
る
（）

（Ｐ
Ｔ
Ａ
・
青
少
年
教
育
団
体
共
済
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
三
条
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
青
少
年
教
育
団
体
共
済
法

（平
成
二
十
二
年
法
律
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

附
則
第
五
条
中

「地
域
主
権
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（平
成
二
十
二
年
法

律
第
　
　
　
号
ご
を

「地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律

（平
成
二
十
三
年
法
律
第
二
十
七
号
と
に
改
め
る
。

（障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
等
に
お
け
る
検
討
を
踏
ま
え
て
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
見
直
す
ま
で
の
間
に
お
い

て
障
害
者
等
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
四
条
　
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
等
に
お
け
る
検
討
を
踏
ま
え
て
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
見
直
す
ま
で
の

期
燎
齢
↓
蒙
鸞
疇
電
終
わ
刻
噛
羅
斎
け
岐
畷
”
稲
疑
め
の
貯
俯
法
律‐の
整
伊
口
酢
「
引
漏
割
川
召
薦
到
「
３
犠
法「御

附
則
第
一
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
　
削
除

附
則
第
七
十
三
条
を
削
る
。

九雅鵞降暇和疇統糊報議噸詢籠裡籠蟷比調村』
一法鉾の
一部を改正する法律
（平成二十三年法律第

滑
γ
附
則
第

一
条
第
三
号
、
第
十
六
条
及
び
第
二
十

一
籍

附
脚
劉
詢
雑
注
雛
級
籍
励
鈍
雛
姥
協
層
編
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（検
討
）

第
四
十
六
条
　
政
府
は
、
新
児
童
福
祉
法
第
二
十

一
条
の
五
の
十
八
、
第
二
十
四
条
の
十
二
及
び
第
四
十
五
条
、
新
老

人
福
祉
法
第
十
七
条
、
新
介
護
保
険
法
第
四
十
二
条
、
第
五
十
四
条
、
第
七
十
四
条
、
第
七
十
八
条
の
四
、
第
八
十

八
条
、
第
九
十
七
条
、
第
百
十
五
条
の
四
及
び
第
百
十
五
条
の
十
四
、
改
正
後
旧
介
護
保
険
法
第
百
十
条
、
新
障
害

者
自
立
支
援
法
第
二
十
条
、
第
四
十
三
条
、
第
四
十
四
条
、
第
八
十
条
及
び
第
八
十
四
条
並
び
に
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
の

規
定
並
び
に
附
則
第
四
条
の
規
定
の
施
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
基
準
及
び
こ
れ
ら
の

規
定
に
基
づ
き
国
の
行
政
機
関
の
長
が
定
め
る
基
準
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
の
勧
告
に
即
し
た
措
置
の
実
施
）

第
四
十
七
条
　
政
府
は
、
旧
地
方
分
権
改
革
推
進
法

（平
成
十
八
年
法
律
第
百
十
一
号
）
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
置
か

れ
て
い
た
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
に
よ
る
同
法
第
十
条
第
一
項
の
勧
告
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る

地
方
自
治
法
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
自
治
事
務
の
処
理
又
は
そ
の
方
法
の
義
務
付
け
に
関
し
、
具
体
的
に
講
ず

べ
き
措
置
が
提
示
さ
れ
た
事
項
及
び
見
直
し
措
置
を
講
ず
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
事
項
の
う
ち
、
こ
の
法
律
に
お
い
て

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
も
の

（他
の
法
律
に
お
い
て
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
を
除
く
。）
に
つ
い
て
、
で
き
る

だ
け
速
や
か
に
、
当
該
勧
告
に
即
し
た
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
　
菅
　
　
直
人

総
務
大
臣
　
片
山
　
善
博

文
部
科
学
大
臣
　
高
木
　
義
明

厚
生
労
働
大
臣
　
細
川
　
律
夫

農
林
水
産
大
臣
　
鹿
野
　
道
彦

経
済
産
業
大
臣
　
海
江
田
万
里

国
土
交
通
大
臣
　
大
畠
　
立早
宏

環
境
大
臣
　
松
本
　
　
龍


